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遊びにおける学びと大人の役割についての考ᐹ 

―ヴィゴツキーの遊び論をᇶ♏に― 

 A Study on the Role of Adults and Learning in Play㸸 
Based on Vygotsky's Theory on Play 

ఀ⸨ ⨾子  

Miwako Ito 

㸯．ၥ㢟┠ⓗ 

のᩍ⫱࣭ᚰ理学者ヴィゴツキーは遊びにおいて子どもは㢌一つ分、㧗いかのような行動がでࢩࣟ 

き、㣕㌍を㐙げられると述べている1。遊びが人間にとっていかに大であるかという遊びのᮏ質つ

いては、ᾏ外ではࣚࣁン࣭ࢪ࣍ン࢞、ࣟ 。ᅜෆではᑠᕝ༤ஂらのⴭྡな◊✲がある、࣡ࣚカ࣭࢙ࢪ

実㊶においては、ಖ⫱࣭ᩍ⫱関係者たちが、遊びは学齢期以㝆の学びのᇶ♏になり、生きるຊを㣴う

というಙ念のୗ、遊びが豊かになるよう、質の㧗いものになるようᕤኵをこらしてきた。ἲ௧でも、

ᖹ成ඖ年とᖹ成 20 年のᨵゞにより、幼⛶ᅬᩍ⫱要㡿とಖ⫱所ಖ⫱ᣦ㔪の୧方で、ᩍ⫱は遊びにおい

て行われるべきであり、遊びがಖ⫱のᇶᮏであることが明♧された。  

しかしྠに、ᮏᙜに子どもは遊べているのか、という念もከᩘの◊✲者からᥦ♧されている㸦例

えば⚄㇂2、Ώ㎶3㸧。㯞生㸦2011㸧4はᑡ子化、᪩期ᩍ⫱、新しいࢤー࣒機のⓏ場➼により、集ᅋ遊び

ができなくなったり、㈇けることにᡃ៏ができない子どもがቑえたりして、遊びが⥆かなくなってき

た例を⤂している。ྛ✀ㄪᰝからもその実ែがఛえる。2012 年にࢿ࣋ッࢭᩍ⫱◊✲所が行った幼

児からᑠ学 1 年生の子どもを対象にしたㄪᰝによれば、遊べる┦手がῶり、ᐊෆでのࢤー࣒機での遊

びがቑえている5。 

ሗ࿌されているような、子どもが༑分に遊べていない実ែは 2 つにᩚ理できる。㸯つ目は、Ώ㎶

㸦2013㸧6がᣦしているように、遊ぶ環境はある⛬ᗘᩚഛされたが、遊びがᨺ௵され、遊んでいる

ようで実は遊んでいない、というၥ㢟である。遊びが自⏤ᨺ௵と理解されるഴྥである。 

➹者がゼၥしたある学❺ಖ⫱設では、人形遊びの⋵具が引き出しにࡂっしりとワまっていた。〄

の人形、人形の᭹や㠐、家具が㞧にධっていて、子どもにឡおしい気ᣢちを起こさせる人形のかわ

いらしさはኻわれていた。この設のಖ⫱者によれば、人形はとんど用されていないという。 

遊び重どのㄆ㆑は共᭷され、自⏤ಖ⫱のような遊ぶ間や、コーࢼー遊び、新しい遊具や⋵具のᩚ
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ഛといった遊びの環境は㔞的にᩚえられてきた。しかしそこで豊かな遊びが行われているとは㝈らな

いのである。 

2 つ目は、遊びの中でຠ⋡的に学んでもらおうとする大人の意ྥがᙉすࡂて、子どもがᚑᒓ的なᏑ

ᅾになっているഴྥである。ある自↛遊びの⏬では、ᕝ遊び、ᮌᕤ、ᩱ理、集ᅋࢤー࣒と子どもの

活動がびっしり୪び、何をするか⣽かくỴめられていた。1 つࡦとつのプࣟࢢラ࣒は子どもにとって

㨩ຊ的なものだが、子どもたちは大人のᣦ♧にᚑって、プࣟࢢラ࣒をこなすのに⢭いっࡥいのᵝ子で

あった。主ദした大人は子どもに思いษり遊んでもらおうとしているが、大人が⟶理しすࡂて、遊び

をとおして子どもが学ぶ機会がዣわれている。 

上記のようなᨺ௵された遊びも⟶理しすࡂた遊びも、遊びのᮏ質をᦆࡡてしまっている。ᨺ௵と⟶

理、୧ᴟ➃の遊びには共㏻のၥ㢟Ⅼがある。それは、遊びが㛢ざされた✵間と間、Ỵめられた᮲௳

のୗでᩚえられている一方、子どもが遊びの主体になっていない、遊びをとおしてこそ自↛に学ばれ

るはࡎのことを学ぶ機会がኻわれているというⅬである。大人は子ども遊ばせようとしているが、結

ᒁ、ຠ⋡性を重どしたಖ⫱やᩍ⫱で終わっている。 

「ಖ⫱」㸻「遊び」、「ಖ⫱」㸻「ᩍ⫱」ではない。では遊びとは何か。遊びの重要性がྉばれる今

こそ、私たち大人は、遊びのᮏ質に❧ちᡠって、遊びを理解するᚲ要があるのではないか。そして、

大人は遊びにどのように関わっていけばよいのか、実㊶的なけ࡙くりを考えていかなければなら

ないのではなかࢁうか。 

以上のၥ㢟意㆑から、ᮏ◊✲では、1㸧どのような遊びをとおして、子どもは何を学ぶのか、子ど

もに何が⫱つのかを☜ㄆし、2㸧そうした遊びを大人はどのようにᨭえればよいのか、という大人の

役割を見出すことを目的とする。大人とは、ಖ⫱者、ᩍဨ、ಖㆤ者➼のことである。遊びはಖ⫱所、

幼⛶ᅬ、ㄆ定こどもᅬ、学ᰯ、学❺ಖ⫱設、家ᗞ、ྛ✀の⤌⧊とさまざまな場所で行われることか

ら、子どものಖ⫱とᩍ⫱を⤌⧊し、ᨭする者に対し、ᮏ✏では「大人」という⾲現を用いることに

した。また遊びのၥ㢟は幼児期から学齢期まで関係している。遊びにおける学びを発達的にᤊえるᚲ

要があるため、ᮏ◊✲の対象とする年齢は幼児期から学齢期までとする。 

上記の目的には、ヴィゴツキーの遊び論を㍈にプࣟーチしていく。ヴィゴツキーは、子どもと࿘

ᅖの大人との関係、遊びが発達にどう関与するのかについて、乳児期から学齢期を対象に発達的に明

らかにしたからである。ᙼの遊び論をㄞみ解くことで、遊びのᮏ質と現代的意⩏を見出していきたい。 

 

２．ヴィゴツキーの遊び論から読み解く遊びの本質 

 ヴィゴツキーの遊びについての考ᐹには、「子どものᚰ理発達における遊びとその役割」㸦以ୗ、「遊

び論」とする㸧�がある。これはヴィゴツキーがࣞニンࢢラーࢻᩍ⫱大学で行ったㅮ⩏の㏿記㘓で、

���� 年に出∧されている。���� 年のࣅࢯエࢺ㐃㑥という、今の私たちからかけ㞳れた✵間にまと
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められたものであるが、遊びと学びのᮏ質と୧者の㐃⥆性を説いており、今なお♧၀にᐩࡴ㈗重な◊

✲である。このか、ヴィゴツキー自身の࣓モ᭩きである「遊びに関する要 ᑵ学前期の子どもの

ᚰ理学のㅮ⩏に対する /� 6� ヴィゴツキーの要࣓モより」�がある。࣓モ᭩きではあるが、ここに

はヴィゴツキーの遊びに関する思想がจ⦰された形で述べられている。ヴィゴツキーの遊び論、ಖ⫱

の面からの考ᐹについては⚄㇂㸦����㸧�、㸦����㸧��がある。以上のᩥ⊩をᇶ♏に、遊びにおいて子

どもは何を学ぶのかを考ᐹする。 

ᮏ◊✲に関する⠊ᅖで、ヴィゴツキーのⴭసにおける遊びのᮏ質的特ᚩはḟの 3 Ⅼである。 

㸯㸧遊びは、ᑵ学前期の新形成物であり、子どもの発達を主ᑟする。 

㸰㸧遊びは、実現されない願望、理想の実現である。 

㸱㸧遊びから学びへの㐃⥆性。遊びから学齢期の㧗ḟ⢭⚄機能への発達につながる。 

以ୗ、㡰にㄞみ解いていこう。 

 
㸦㸯㸧発達を主ᑟする新形成物としての遊び 

ヴィゴツキーは遊び論のෑ㢌で、遊びは、発達のほⅬからすると、「活動のඃໃな形ែ」ではなく、

「ᑵ学前期の発達の主ᑟ的㊰⥺」11だと述べている。ᑵ学前期とは、3 ṓからᑵ学前の年齢で 3 ṓか

ら 6 ṓ、幼児期後期にあたる。ඃໃな形ែとは、「主要で重要な活動」と解釈できる。たとえば╧╀

は主要で重要な活動であるが、ᑵ学前期の子どもは一⯡に╧╀はとれるようになっているので、この

年齢の発達をỴ定࡙ける主ᑟ的活動とはいえない。では、遊びは「主ᑟ的㊰⥺」とはどういうことか。

「遊びは新形成物」というᙼのࢸーࢮとేせて、ᙼの年齢的発達についての考え方から解釈してみよ

う。 

ヴィゴツキーは、「年齢期のၥ㢟」とばれる論ᩥにおいて、ᘚドἲ的၏物論をᇶ♏とした独自の

年齢的発達の理論を打ち出している12。ヴィゴツキーによれば、発達㐣⛬とは、さまざまな能ຊや機

能がᵓ成する⤫一体であり、一定のᏳ定した年齢をおえると、危機的なᒁ面がゼれ、大きな質的変化

を㐙げ、またᏳ定的した年齢を㏄えるという動的な㐣⛬である。ྛ年齢期には新しい能ຊや機能、活

動形ែである「新形成物」が前面に現れ、新形成物がその年齢の発達を特ᚩ࡙ける。新形成物は、ඛ

行する年齢ではḟ的な要素であるが、ある年齢になると中ᚰ的な要素になり、ḟの年齢になると新

たな新形成物にとって代わられ、ḟ的な要素になるという。この新形成物と結びついている発達㐣

⛬が中ᚰ的発達㊰⥺、他の㒊分的変化と結びついている発達㐣⛬がḟ的発達㊰⥺である。ヴィゴツ

キーは、発達㐣⛬をᏳ定期と危機┦、中ᚰ的発達㊰⥺とḟ的発達㊰⥺が替する動的な⤫合体とᤊ

えている。 

具体例を出そう。例えば 3 ṓまでは知覚が新形成物である。1、2 ṓの子どもが触感や味などを☜

かめたくて、⤮ᮏをなめたり、Ỉ遊びや◁遊びといった知覚遊びをしたりすることに現れる。3 ṓ以

㝆は、ḟの新形成物である記᠈が前面にでてきて、さまざまなことばを覚え、うようになる。知覚
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はḟ的な要素となり、感覚遊びは後㏥する。ヴィゴツキーによれば、新形成物はྛ年齢期でࡦとつ

とは㝈らない。例えば、ᑵ学前期であれば、記᠈であり、遊びである。 

遊びを重要どするヴィゴツキーのことばを「遊びに関する要」から引用しよう。 

 
遊びはᑵ学前期の新形成物であり、それは発達のあらࡺる῝いὶれ㸦ᆅୗỈのような、ୗᒙの

ようなὶれ㸧をจ⦰した形でྵみ、↔Ⅼのように集め、そのὶれを上にᣢち上げている。すな

わちこの新形成物は、発達の※Ἠとしての環境の中にྵまれる、㧗ḟの形ែの人間にᅛ᭷な活

動の発達したᨻ界へと㊴㌍― salto vialeࠝ生の㌍動ࠞ―を成し㐙げようとしているのだ13。 

 
年齢的発達の理論をᇶ♏にすると、ヴィゴツキーが、「遊びは新形成物であり、発達の主ᑟ的㊰⥺」

と述べたのは、遊びは、༢に子どもがዲきな活動、㢖⦾に行われる活動というࣞࣝ࣋ではないことが

わかる。遊びはᑵ学前期の子どものᚰ理的発達の中ᚰ的発達㊰⥺と結びついた活動、ᑵ学前期の子ど

もがḟの段㝵へと㣕㌍的に成㛗するためにᚲ㡲の活動とᤊえているのだ。遊びは子どもの⫱ちをỴ定

する活動なのである。 

 
㸦㸰㸧理想の実現としての遊びと動機 

2 つ目の特ᚩ「遊びは、実現されない願望、理想の実現である」に移ࢁう。実現されない願望、理

想の実現とは具体的に何か。これを理解するために、ヴィゴツキー理論の後⥅者であるエリコニンの

遊び論をみてみよう。エリコニンはヴィゴツキーの遊び論にᙉいᙳ㡪を受けたᚰ理࣭ ᩍ⫱学者である。

ᙼは、遊びのᒎ㛤と発達段㝵を体⣔化し、とりわけごっこ遊びをヲ⣽に◊✲し、その重要性をၐえた。 

エリコニンは、ᑵ学前期の子どもの「遊びとは、直接的に役❧つ活動のᯟ外で、人ࠎの間の社会的

ㅖ関係を現する活動である」と定⩏している14。社会的ㅖ関係とは、役割、⫋ᴗ、身分のことであ

る。1、2 ṓの子どもの場合、㝵段を上りたい、ࢠࢧ࢘に触りたい、という目の前にある対象に対す

る欲求が主であった。しかし、年齢が上がっていくにᚑって、社会的関係、つまり役割に関ᚰがいき、

その体現への欲求が現れるようになる。おうちごっこ、幼⛶ᅬごっこなど、ごっこ遊びの㢖ᗘが㧗く

なってくる。㟁㌴で遊ぶにしても、ただ㟁㌴を手で動かすだけでなく、㐠㌿手、ᐈがⓏ場し、㕲㐨

の世界をసり上げるようになる。 

ここでエリコニンが想定しているᑵ学前期の遊びは、乳児期や幼児期ึ期の遊びとは␗なる。乳児

期や幼児期ึ期、およそ 3 ṓᮍ満の子どもの遊びは、主に、物理的実体のあるモノや人を直接的対象

としている。具体的物理的遊びである。一方、エリコニンが述べたᑵ学前の「理想の実現」としての

遊びは、具体的物理的遊びと␗なり、1㸧目でみて触って☜ㄆできるものではない、2㸧その社会的関

係の意味の理解、ホ౯や感というෆ的なഃ面とともに、その関係を⾲す行為をするという外的なഃ

面が⤫合している、3㸧」ᩘの子どもの間で、その役割に対する共㏻するㄆ㆑がᚲ要である、という
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性質をもっている。 

なぜ子どもは、実際に手で触れられる対象から社会的関係に興味をもつようになるのか。それは、

社会的関係にかかわりたいという欲求が生じるからである。家や近所からもっと広い世界へ足を延ば

し始めた子どもは、さまざまな経験をし、さまざまな場所で人と出会うことで、普段と違う人の役割

や行為、その役割が行われる環境に触れる。すると家族以外の人間が行う行為、役割、役割間の関係

をみて、これをしてみたい、こうなってみたいという憧れや欲求が生じる。それは私たち大人にとっ

て、モノと共に、社会での自分の役割、他者とのかかわりが生きていく上で重要であり、人間にとっ

ての社会的関係に対する意味を子どもも感じ取るからに他ならない。 

子どもは、大人が何らかの社会的関係に参与し、特定の場所で一定の役割をこなす場面をみて、自

分も何らかの役割や役割に即した行為をしてみたいと思う。しかしそれは実際にはできない。これが

実現されない願望、理想であり、これを遊びの中で子どもは実現しようとするのである。例えば、注

射をする医者に憧れるけど、子どもは実際に医者になって注射を打てない。だから、ごっこ遊びの中

で医者を演じ、注射をするような病気を設定するのである。 

このようなエリコニンの解釈から、子どもは願望を遊びにおいて実現することが分かる。一方、ヴ

ィゴツキーは、この願望の発生と発達について独自の見解を述べている。子どもの願望は、遊びにお

ける子どもの主体性を考える上で重要な要素である。子どもの願望は、乳児期から幼児期に至るまで

に、どのように変化し、発達と関係しているのか。ヴィゴツキーの見解をみてみよう。 

ヴィゴツキーは「遊び論」において、子どもの発達を、遊びの動機の変化によって説明している。

ヴィゴツキーによれば、幼児期前期までの子どもは、遊びを直接的にもたらす対象に誘引され、願望

を直接的に満足させようと行動する15。つまり直接、今すぐに遊べる対象で遊ぶということである。

そして今すぐ遊べない場合、この願望は、直接的に断念されるか、別の対象で置き換えられる。 

具体例を挙げよう。子どもは、目の前に起き上がりこぶしがあれば、倒してみるし、箸があれば、

実際に手に取り、なめてみる。ヴィゴツキーは年齢発達論において、幼児期前期の新形成物を知覚と

しているが、まさに今ここにある具体物で知覚的に遊ぶのである。そしてもしその対象で遊べないと

なると、子どもは、無理にあきらめさせられるか、大人が用意した代替品で了承する。箸であれば、

大人に危ないからと取り上げられた後、泣きわめいて抗議した後、代わりにプラスチック製のスプー

ンや飴玉などを受け取ることで終結する。 

しかし幼児期後期になると変化が現れる。これはどういう意味か、具体例から解釈しよう。上記で

みたように、幼児期前期から後期にかけて、子どもの遊びの対象が、今、目の前にあるもの、起き上

がりこぶしやミニカーといった具体物から、「おうち」や「びょういん」、「おみせ」という状況全体、

人間の役割、社会的機能という社会的関係に移るようになる。それは、オモチャや身近な生活用品の

ように、今、ここで、その子ども一人にとって重要な、意味ある対象ではない。人間にとって重要な、

生きていくのに不可欠な、意味のある対象である。幼児期後期の子どもは、こうした大人世界におけ
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る社会的機能の意味を理解し始め、その関係に参与していくことを願望し始める。 

こうして幼児期前期には動機は、直接的なもの、具体物から発生し、具体物によって直接的に足

されていたのが、幼児期後期からは、動機は、㠀直接的なもの、社会的機能から発生し、想ീによっ

て足される。だから、ヴィゴツキーは、「なぜ子どもは遊ぶのか」という動機のၥ㢟について、「実

現されえࡠ願望の想ീ的ᗁ想的実現」、つまり、願望が実現されないからこそ、遊びの中で実現しよ

うとしている、と⟅えているのである。 

 具体例で考えてみよう。子どものࡠいぐるみとの関係の変化をみると、動機と遊びの変化がよく分

かる。幼児期前期の子ども、1、2 ṓの子がࢠࢧ࢘のࡠいぐるみをみると、触ってみたい、という欲

求が子どもに生まれる。やさしくなでたり、ᢪっこしたりする。しかしそのࢠࢧ࢘を一つの人᱁とし

て想ീし、関係性をసり上げるという行動はしない。しかし 3 ṓになると、ࡠいぐるみのࢠࢧ࢘で
࣭

遊ぶのではなく、ࢠࢧ࢘と
࣭

遊ࡰうとする。ࢠࢧ࢘にാきかけ、そのᛂを想ീして遊ぶ。ご㣤をあげ

たり、ᢪき上げて᳔子にᗙらせようとしたり、ヰしかけたりする。ࢠࢧ࢘に一つの人᱁を想ീして与

え、だちになࢁうとする。関係性をもとうとするのである。 

ึ。いぐるみのような生き物をᶍೌしたオモチャ動物でなく、モノでの遊びでもྠᵝに変化するࡠ 

めは㟁㌴を手で動かして遊んでいたのが、ḟ第にࣞーࣝや㥐、人形や᳜ᮌを置いて、一つの⏫をつく

る。そこでは㟁㌴以外に、㐠㌿手、ᐈ、㥐などさまざまな要素が関㐃している。社会的な関係性を

ᶍした一つの世界をつくって遊んでいるのである。 

  
㸱㸧遊びから学びへの㐃⥆性 

 ヴィゴツキーの遊び論の᭱も重要なⅬは、ごっこ遊びに代⾲されるᵓ場面をకう遊びが子どもの

発達上の大㌿換を引き起こすことを明らかにしたことである。その大㌿換の 1 つは、具体的物や場

面としかかかわれなかった子どもが、ᵓ場面、つまり、ᚰの中に思いᾋかべた物や場面とかかわ

れるようになることである。これは、想ീຊという人間特᭷の機能であり、想ീຊをᇵうというⅬが

遊びの重要な役割だとする。2 つ目の大㌿換は、ᵓ場面をకう遊びを㏻して、子どもは欲望をᢚえ、

自分の意思により、つ๎をᏲるようになることである。 

1 つ目の大㌿換をみてみよう。ヴィゴツキーによれば、3 ṓᮍ満の子どもがする遊びと 3 ṓ以上の

子どもがする遊びは質的に大きく␗なる。㸱ṓまでの子どもは「今、ここにあるもの」で遊び、3 ṓ

以上の子どもは、今、目の前にある具体物や具体的場面から㞳れて遊ぶことができる。 

 実際の子どもの遊びを思い起こしてみよう。乳児期後期の子どもは身の࿘りの、実際に手に取れる

おもちࡷや物に関ᚰをもち、遊ぶ。対象物の物理的ഃ面で遊ぶのである。くしをなめたり、コップに

ධったおⲔをこࡰし、ࢸーࣝࣈの上に広げたりして遊ぶ。ヴィゴツキー学ὴのᚰ理学者ࣞオンチࣇ࢙

が、スプーンを見たことのないこどもの関ᚰはスプーンの物理的特性にྥかい、後から社会的に形成

されたい方にྥかうと述べているとおりである。しかしḟ第に、物の社会的ഃ面で遊ぶようになる。
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くしをって、㧥をとかすまࡡをしたり、✵のコップにཱྀをつけて、㣧ࡴまࡡをしたりして遊ぶ。㐜

延ᶍೌである。 

3 ṓ以㝆はさかんに見❧て遊び、ごっこ遊びをする。ヴィゴツキーによれば、物を見❧てて遊ぶ

ということは、物を何かの象ᚩとしているということで、それは、ことばの᧯సのᇶ♏になるとい

う。᮫を㤿に見❧てて遊ぶということは、᮫という物が㤿の代わりになっている。᮫を㤿に見❧て

るということは、ㄒが実物の代わりにある意味をᣢち、そのㄒをうこととྠじである。お医者さん

ごっこでⰼ子が医者、ኴ㑻がᝈ者、ᜨ子がẕぶ役であれば、ⰼ子は医者という意味、ኴ㑻はᝈ者とい

う意味、ᜨ子がẕぶという意味、ということを共㏻の⣙᮰㸻ࣝーࣝとして参ຍ者全ဨが理解し、関

係していく。ㄡかがこのࣝーࣝをᏲらないと遊びは成❧しない。ࣝーࣝをᏲることで、関係性が⥅⥆

し、「遊び」を㐀することができる。 

ことばもྠじである。ある物をㄒで置き換えるというつ๎をつくり、それをそのゝㄒのヰし手た

ちが共㏻ࣝーࣝとしてㄆ㆑し、Ᏺりながらㄒを関係させていくことでㄒることが可能となる。ࣝーࣝ

をᏲらないと、コミࣗニࢣーࣙࢩンが成❧せࡎ、自分がしたいこともఏえられないし、┦手に自分の

ことを理解してもらえなくなってしまう。 

2 つ目の大㌿換に移ࢁう。ヴィゴツキーはおうちごっこの例を挙げている。おうちごっこをしてい

るとき、おẕさん役をしている子はおẕさんのようにࡩるまっている。遊びの᭱中、飴をあげるとい

われて、そこで飴を㣗べてはおẕさん役はኻ᱁である。だから子どもは飴を㣗べたいという欲望をᢚ

え、おẕさんとして飴を㣗べないことで、遊びを⥅⥆できる。つまり㣗べたいという欲求を遊びたい

という別の欲求㸻「意ᚿ」でᢚえることで、᭱大の満足がᚓられるのである。 

この意思は、「学齢期」についての論ᩥ��でヴィゴツキーが述べているように、人間がもつ㧗ᗘな⢭

⚄機能であり、学齢期にྥけて、そして学齢期を㏻してᇵうべき能ຊである。意思は㝶意性と関係し

ており、意思と㝶意性があることで、子どもは」㞧なᴫ念の᧯సが可能になるのである。」㞧なᴫ念

の᧯సは人間ᅛ᭷の能ຊであり、人間がかの生物と␗なり、ᩥ明を⠏きあげたᇶ♏的能ຊに他なら

ない。以上のように、遊びはことばの⩦ᚓ、ᴫ念᧯సにつながっている。つまり遊びは学びに⥆いて

いる。遊びは人間にとって不可欠の活動であり、人間の発達においてᮏ質的な、主ᑟ的役割をᯝたし

ているのである。遊びは学びに移行していくのである。 

上記でみてきたことをまとめると、ᵓ場面をకう遊びによって、1㸧今ここという場面から㞳れ

て、想ീの世界をసり上げ、᧯సできるようになる、2㸧一的な欲求や感をඞ᭹し、意ᅗ的に活

動をィ⏬し、遊びを௰間と実現できるようになる。こうしたことが、大人からᙉไされࡎ、子どもが

主体的に行えるようになるのが遊びである。まさにヴィゴツキーが、「遊びのなかで子どもはたえࡎ、

そのᖹᆒ的年齢よりも上におり、普段の᪥ᖖの行動よりも上にいます。遊びのなかでは、子ども

は、あたかも自分自身より㢌ࡦとつ分、㧗いかのようです」と⾲現しているとおりなのである��。 
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㸱．遊びࡿࡅ࠾ேのᙺࡣఱか 

 前㡯でᵓ場面をకう遊びにおいて、子どもが主体的に学び、ఙびていく㐣⛬が☜ㄆされた。では

遊びにおける大人の役割は何なのだࢁうか。何かを学ばせようという大人の意ᅗがᙉいと、子どもが

主体となる遊びと学びにならない。しかしᨺ௵してしまうと、質のⰋい遊びが成❧しない可能性があ

る。今までの考ᐹを㋃まえ、᭱後に大人の役割について 2 つ、ᥦしたい。 

 大人の役割の 1 つ目は、子どもがᵓ場面をకう遊びを主体的にできるようなᨭをすることであ

る。ᵓ場面をకう遊びは、3 ṓᮍ満の子どもにはᐜ᫆ではなく、3 ṓ以上の子どもであっても、ྠ

じ࣓ーࢪをᣢっていないとうまく行かないことがある。1、2 ṓ児、3 ṓからᑵ学前の幼児、学齢期

の児❺、と 3 つに分けて具体的ಖ⫱を考えてみよう。 

1、2 ṓ児だと、」ᩘの役割を分ᢸするᮏ᱁的なごっこ遊びをすることは㞴しい。しかしこの年齢

の子どもがྠじ体の動きを႐んですることに注目すれば、ある⛬ᗘ、࣓ーࢪを共᭷して遊ぶことが

できる。㞷ዪになった 1 ṓ児クラスの例を挙げよう18。1 ṓ児クラス㸦実際はとんどが 2 ṓにな

っていた㸧の一人が㢼࿅ᩜをスカーࣇのように㢌にかぶって、㞷ዪの┿ఝをし出すと、他の子どもた

ちも┿ఝをしはじめた。一人のዪ児がಖ⫱ኈにᜥを྿きかけたので、ಖ⫱ኈが倒れる┿ఝをしたとこ

 。と㣗べる┿ఝをしたという「りࡷりしࡷし」他のዪ児たちがಖ⫱ኈを、ࢁ

ここで大なのは、ಖ⫱ኈが遊びにんのᑡしだけかかわることで、遊びが行為の༢なるᶍೌでは

なく、物ㄒ性をᖏびた遊びに変化したことである。ಖ⫱者は㞷ዪをᣦᑟしたわけでもなく、物ㄒをつ

くࢁうとしたわけではない。子どもの「ᜥを྿きかける」行為に対し、「倒れる」という受動的ᛂ

をしたに㐣ࡂない。しかしಖ⫱者の㐺ษなかかわりにより、遊びがᶍೌに終わらࡎ、物ㄒ的なごっこ

遊びに発ᒎしたのである。 

㞷ዪごっこは、ಖ⫱者がഅ発的に関わった遊びであるが、より✚ᴟ的にᵓ場面をకう遊びをつく

りだすಖ⫱方ἲもある。設定ಖ⫱の中で、⤮ᮏの一場面で遊ぶことである。➹者が知っている例を⤂

しよう。ある私❧幼⛶ᅬの年中クラスで、ᢸᙜᩍㅍがࠗじごくのそうべえ࠘��のㄞみ⪺かせを行っ

た。ⴠㄒをᇶにした⤮ᮏで、幼児にとってなじみのⷧいㄒがከく、ẚ㍑的㛗い。ᢸ௵ᩍㅍはึめ㞴し

いのではないかと思ったが、しかし㏕ຊのある⤮とࢸン࣏のⰋい関すᘚ、ࡺかいなⓏ場人物、࣓リࣁ

リのあるスࢺーリーᒎ㛤で、子どもたちは、㜅㨱大⋤や㨣がⓏ場するᆅ⊹の世界に㨩了された。その

後、子どもたちはこの⤮ᮏの場面をって、自ら役割をỴめ、ⴠㄒの㞴しいゝいᅇしも覚え、自ら遊

ぶようになったという。ᩍᖌが行った⤮ᮏのㄞみ⪺かせがきっかけで、ᵓ世界をᴦしࡴ遊びに⭾ら

んだዲ例といえよう。 

ᵓ場面をకう遊びは、ᒇෆに␃まらࡎ、ᒇ外でも可能である。ෆ⏣は、�ṓ児クラスの子どもた

ちのᒇ外でのごっこ遊びを⤂している��。⛉学⤮ᮏࠗ 、うけん࠘��をୗᩜきにࡰンスのࢱしばミࣗーࡴ

子どもたちがࣈランコとࣖࢱをཱྀに見❧て、自らがミࣗーࢱンスとなってごっこ遊びをする。ಖ⫱

者が㐺ᗘなኌかけをすることで、スࢺーリーがさらに㐍ࡴ。子どもたちは、ಖ⫱者のことばにも่⃭
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され、㐣ཤにㄞんだᮏや経験からᚓた知㆑をい、想ീし、物ㄒを㐀して遊んでいるᵝ子がよく分

かる。 

学齢期ึ期の子どもは、幼児より社会関係を目にする経験があり、また分ᴗしやすいので、より面

ⓑいごっこ遊びができる。➹者は �年生から �年生までが参ຍしたᚸ者ごっこや代ごっこをほᐹ

したことがある。ᚸ者やṊኈについては、児❺ྥけ᭩⡠、ニ࣓やࢻラ࣐などがあり、共㏻の࣓ー

できࡎーをධれ替えてよく遊ばれていた。ᒇෆでもᒇ外でも⏨ዪၥわࣂがᣢちやすいようで、࣓ンࢪ

るごっこ遊びである。 

さて大人の役割の �つ目に移ࢁう。それは、子どもが憧れる大人や社会的関係に接する機会を☜ಖ

することである。現ᅾの子どもは大人がാくのを見たり、さまざまな⫋ᴗにᚑする大人を直接目に

したりすることがᑡなくなった。ಖ⫱࣭⩦い間が㛗く、また㜵≢のため、社会に㛢ざされて㐣ご

す間がቑえた。また経῭ᵓ㐀の変化により生⏘者と接する機会がῶった。しかし一方で子どもは、

大人しかできない行為や社会的関係に憧れをもっている。子どもの行動をみていると、子どもは⤯え

の「体験ࠐࠐ一᪥」ークやࣃ大人のᶍೌをしようとするし、子どもにఝ⫋ᴗ体験をさせるプࣞࡎ

ような⫋ᴗ体験が人気であることからもわかる。 

エリコニンは、遊びは自分のẆに㛢じこもった、特Ṧな子どもの世界ではなく、「人間の独特の要

求の㧗ᗘな形ែを形成するᇶᮏ的なやり方の㸯つ」と述べている。遊びは、理想的な人間社会をつく

か、㎰ᴗ、␆⏘、ఏ⤫ᕤⱁやྂうとする㐣⛬の一㒊でもある。社会には、家ᗞ、病㝔、り物のࢁ

ⱁ能など、身近なものからⱁ⾡的㡿ᇦまでいࢁいࢁな場があり、それࡒれとしてᚑしている

大人がいる。子どもが関ᚰをᢪく、なってみたい、やってみたいと思うような大人や社会関係、社会

的行為にもっとかかわれるようにけ࡙くりをすることがᚲ要である。 

ᮏ᮶、子どもは大人に憧れ、社会に参与したいという欲求をもっている。憧れに近࡙くために、子

どもにᮍ᮶にྥかって生きていくຊが⫱つのである。遊びにおいて、子どもは㐣ཤに目にしたことを

現する。しかし「遊びは㐣ཤではなく、ᑗ᮶にྥけられたもの」というエリコニンのことばどおり、

遊びはᮍ᮶にྥけたものである。こうした遊びのᮏ質を理解し、遊びをᨭしてくというけ࡙く

りをಖ⫱者࣭ᩍဨがᢸっていくべきであࢁう。 

᭱後にㄢ㢟を述べておこう。ᮏ✏は㞴解なヴィゴツキー理論を例で解き明かしていく方ἲをとっ

たため、ヴィゴツキーの遊び論についての῝い理論的考ᐹができなかった。ヴィゴツキーの遊び論に

おける「発達の᭱近接㡿ᇦ」のࢹや、スࣆノဴࢧ学との関㐃についての考ᐹに至らなかった。

また学びにおいて、大人の役割だけでなく、ᑡし年が上の子ども、年㛗者のᏑᅾの意⩏についてもヴ

ィゴツキーはゝཬしているし、より࢙ࢪࣆが理論化している。この �Ⅼについては、ḟに取り⤌ࡴ

べきㄢ㢟としたい。 
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